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■日本燃焼学会創立50周 年記念特集■

学会話の変遷 (「日本燃焼学会誌」)

東北大学流体科学研究所 小 林 秀 昭

学会話 ほぅ専門知識や最新情報の提供,学 会運営や講演

会に関する広報 など,会 員に様 々な情報 を提供す ると共に,

会員の意識 を相互 に結びつける役割 を呆た しています ま

た1学 会誌を受け取 ることは会員 としてのメ リッ トであ り,

学会活動の重要な位置 を占めて います 日 本燃焼研 究会創

立以来,会 誌 「燃焼研究Jは その役割を果た して きました

日本燃 焼研究会 は発展を遂 げ 1991年 に日本燃焼学会へ と

飛躍 しましたな 伝統 ある 「燃焼研究」の名称や体 裁は維

持 され ました 1993年 に慶安博之編集委員長の下で表紙が

カラー化 され,原 著論文の掲載が開始 されました そ の後

も掲載記事等に幾多の工夫がな されましたが,学 会法人化

を173んで,学 会誌 としての一層の充実が必 要 となって きま

した こ のような背景か ら,2001年 度編集委員会に学会誌

の大幅な改革が付託 され,検 討が開始 されました 新 しい

学会 誌の検討 と編 集 に最新 情報 機器 の活 用 は不可 欠で あ

り,編 集委員会 の顔ぶれ も若手中心 とな りました 当 時の

委員は,瀬 川大資,中 村直 ,野 田進,長 谷耕志,長 谷川達

也,古 谷博秀の各氏で,私 (小林秀昭)が 委員長 を務 めまし

た 新 しい学会誌 の検討 にあた り方針 と して定めたのは,

A4化 と共に海外へ の情報発信 も目指 した和英編 集であ り,

体裁の基本部分 は必ず和英併記 とすること,和 英論文誌 と

して の機 能を強化 する ことで した そ のため,歴 史 ある

「燃焼 研 究」 とい う誌名 か ら決別 し,「 日本 燃 焼学 会誌

Joumal of thc Combustion Socicty Of Japan」に名称変更 しま

した 特 に,論 文誌 としての充実 は重要であ り,そ のため

梅村章委員長 を中心 として環大 平洋の著名な研究者 を委員

とする論文 審査委員会を新たに発足 し,従 来の編集 委員会

は学会誌編 集委員会 として一般 記事の編集 と学会誌発 行業

務 に専念す ることにいた しました こ れにより原著論文の

査読過程が厳密なもの とな り,論 文の質 を高 く維持す るこ

とが可能にな りました 巻 号の付与 法 は議論があ りました

がぅ歴史ある 「燃焼研究Jの 歩みを踏 まえて,「燃焼研究」

創刊号 を第 1巻 第 1号 として各年 1巻 および通号を与 え,

継続性 を維 持 しました ま た,編 集作業 にインターネ ッ ト

を積 極的に取 り入れ,論 文 の電子投稿 も可能 としま した

これ らの改革 方針 は理事会の議 を経 て承認され,さ らに,

学会誌編集 委員会規程,論 文審査委 員会規程,投 稿規定 な

どの諸規則 も併せて整備 し,2002年 2月 号 より,い よいよ

新 しい学会 誌 として発行が開始 されました 表 紙デザイ ン

や記事,原 著論文の基本書式は苦労 した ところですが,lTR

川大資委員 の技術 とセンスによ るところが大 きかった と言

えます ま た,全 面的な変 更であったため】印刷所であ る

上倉事務所 にも多大な協力をいただ きました

現在,石 塚悟編集 委員長の下で掲載記 事に更なる工夫が

加えられ, 内容は益々充実 してきています 日 本燃焼学 会

会員が関わ る分野は広 く,新 しい学会誌か ら多 くの刺激 を

受けることがで きます ま た,論 文誌 としての役割 も重要

で,Citahon lndcxへの収録 は今後の課題 としてあ りましょ

う 会 員である ことのメリットが感 じられ る学会誌 として

さらに発展することを願 っています
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